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 1 　欽明天皇 16 年 2 月条
　本稿で取り上げるのは欽明天皇 16 年 2 月条である。そこにはあらまし次のようなこと
が記されている1）。百済の王子余昌が，その弟の恵を日本（『書紀』にいわゆる日本）に派
遣し，彼らの父親である聖明王が新羅との戦いで殺害されたと伝えて来た。聖明王が新羅



































































































































































































































 3 　同一人物の別の顔に目を向けさせる－親 ･親の仇から国王 ･天皇へ－
3-1　恵の兄，余昌に対する百済の重臣たちのことば
　父親を殺害され復讐の念に燃える弟の恵に対して，その兄の余昌はどうか。恵の帰国の
記事に先行する欽明 16 年 8 月条を見てみる。






　欽明 15 年 12 月条によれば，余昌は百済の重臣たちが止めたにもかかわらず，新羅に侵
攻した。父親の聖明王が陣中の余昌の慰労に赴いたところ，新羅側はそれを察知し，待ち
構えて行路を断ち捕えて斬首させた。余昌の無謀な出兵により聖明王が命を落とす結果を
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　この欽明 16 年 8 月条の末尾には「云云（以下省略）」とあり，記事全体が他の資料から
の引用かと思われる。新編日本古典文学全集の頭注は「ここでは百済史料にあったものの









話柄を想起させる。すなわち顕宗 2 年 8 月朔条に見える話柄である。
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4-1　崇仏慎重論の論拠－欽明 13 年 10 月条－
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神祇への配慮や神祇祭祀の重要性の強調は，欽明 16 年 2 月条の蘇我臣による百済の王子
恵に対する説得，教諭を支える考え方と相違するものではない。したがって，欽明 13 年 10




4-2　推古天皇の神祇祭祀励行を命ずる詔－推古 15 年 2 月条－
　しかしこうした欽明紀を読んで感ずる奇妙な印象や疑問は，欽明紀だけで終わらないの
156






推古 2 年 2 月朔条の三宝興隆の詔発布の記事はあまりにも著名である。その一方で，この










　欽明 13 年 10 月条における崇仏慎重論を支える考え方と推古 15 年 2 月戊子（9 日）条の
神祇祭祀の励行を命ずる推古の詔を比較してみよう。
　　欽明 13 年 10 月条における物部尾輿と中臣鎌子の奏言
　　 「我国家之王天下者。恒以天地社稷百八十神。春夏秋冬。祭拝為事。方今。改拝蕃神。
恐致国神之怒」。
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 （2011 年 10 月 4 日稿／ 10 月 26 日補訂）
注
１） 以下の『日本書紀』の引用などはすべて新編日本古典文学全集 2～4『日本書紀』1～3，
小島憲之氏他校注 ･ 訳，小学館，1994 年 4 月，10 月，1998 年 6 月刊による）。
２） 石田一良氏「建邦之神」同氏著『カミと日本文化－神道論序説－』ぺりかん社，1983
年 10 月刊，47 頁。
３） 岸俊男氏「天皇と出家」同氏編『まつりごとの展開』中公文庫，日本の古代 7，中央
公論社，1996 年 4 月刊，483 頁。
４） 拙稿「『日本書紀』顕宗天皇二年八月己未朔条覚書」清心語文 4 号，ノートルダム清
心女子大学日本語日本文学会，2002 年 8 月刊。
５） 佐藤正英氏「日本書紀における仏教伝来説話をめぐって」（日本思想史学 20 号，日本
思想史学会，1988 年 9 月刊，所収）がすでにそうした指摘をおこなっている。また拙
稿「『日本書紀』崇峻天皇即位前紀覚書」（玉懸博之氏編『日本思想史－その普遍と
特殊－』ぺりかん社，1997 年 7 月刊，所収）では佐藤氏の所論を継承している。
６） 拙稿「『日本書紀』大化元年七月戊寅条，己卯条，庚辰条覚書－『日本書紀』におけ
る仏教と神祇信仰の共存をめぐる一試論－」（日本文芸研究会編『伝統と変容－日本
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